
【平成 30 年度県市町村連携推進会議】 
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１ 交流人口拡大に向けた県内市町村の連携について 
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（２）宮古市説明資料・・・・・・・・・・・・・・p.９ 

（３）岩手県（商工労働観光部）説明資料・・・・・p.13 

（４）岩手県（県土整備部）説明資料・・・・・・・p.17 

 

 

２ 若者の地元定着に向けた就労促進について 

（１）田野畑村説明資料・・・・・・・・・・・・・p.21 

（２）岩手県（商工労働観光部）説明資料・・・・・p.23 
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平成２９年度 宮古市のインバウンド現況について 

 
■ 日本（訪日客数） 

西暦 ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ 

訪日外客 10,363,904 13,413,467 19,737,409 24,039,700 28,691,073 

伸び率 24.0％増 29.4％増 47.1％増 21.8％増 19.3％増 

・２０２０年の訪日外客目標数は 4,000 万人としている。 

■ 東北（宿泊者数） 

西暦 ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ 

訪日外客 288,760 354,250 525,640 648,430 945,560 

伸び率 23.9％増 22.7％増 48.4％増 23.3％増 45.8％増 

・東北の訪日外客数は、全体の 3.3％程度である。 

■ 岩手（宿泊者数） 

西暦 ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ 

訪日外客 61,330 73,220 99,360 125,330 189,070 

伸び率 43.3％増 19.4％増 35.7％増 26.1％増 50.9％増 

・岩手の訪日外客数は、東北全体の 20％程度である。 
 （青森県⇒宮城県⇒岩手県⇒山形県⇒福島県⇒秋田県） 
・青森県の伸び率が大きく、平成２９年に東北第一位の訪日外客数となった。 
・その要因としては青森空港の国際化（中国、韓国）による冬季訪日外客の増

加と大型クルーズ客船の誘致が大きく寄与している。 

■ 宮古（宿泊者数） 

  韓国 中国 香港 台湾 米国 加国 英国 独国 仏国 
シンガ 

ポール 
タイ 豪国 その他 計 

H25 36 75 3 18 26 5 5 4 8 5 7 1 403 596 

H26 30 41 0 70 71 2 4 17 3 4 0 19 89 350 

H27 19 77 8 10 110 5 6 5 9 3 13 10 1,062 1,337 

H28 50 68 25 150 42 7 0 17 5 0 10 3 817 1,194 

H29 41 190 14 1,158 104 10 17 50 13 19 214 22 744 2,596 

・宮古市においては、台湾からの観光客数が最も多く、その要因としては、台

湾⇒花巻チャーター便の就航による、花巻からの団体客の来訪、また、積極

的な台湾向けプロモーションの実施の効果と思われる。 
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平成２９年度 宮古市インバウンド誘致施策 

 
■ 宮古市 

○多言語観光パンフレット作成 
「私を宮古に連れてって」：英字 5,000 部、繁体字 10,000 部 
「三陸復興国立公園」：英字 5,000 部、繁体字 5,000 
「宮古まるごと体験ガイドブック」：英字 1,000 部 
○三陸ジオパーク多言語看板の設置 
 多言語化した観光案内看板を設置／１３基（英語、繁体字、簡体字、韓国語） 
○インバウンドセミナー等開催業務（宮古市国際交流協会へ業務委託） 
  外国人観光客おもてなしセミナー 
  前期：平成２９年６月６日～８月８日 計１０回 参加者数２５４名 
  後期：平成２９年１２月１９日～平成３０年２月２７日 計１０回 
     参加者数１７７名 ／ 参加者総数 ４３１名 
  インバウンドセミナー 

第１回：平成２９年８月２１日 ／ 参加者数８４名 
「インバウンド到来時代～観光案内所からの視点～」 

TIC TOKYO 統括マネージャー兼森トラスト・ホテルズ＆ 
リゾーツ㈱関連事業部部長代理 小澤 敏弘 氏 

「岩手のインバウンドの現状と課題」 
岩手県国際交流協会外国人相談専門員兼岩手大学非常勤講 
師 呉慧敏 氏 

第２回：平成２９年１２月２１日 ／ 参加者数９０名 

「外国客船の受入について～仙台港での事例ほか～」 
（一社）東北経済連合会地域政策部長 菅原 秀徳 氏 

「外国人観光客へのおもてなし～クルーズ船乗客をターゲッ 

トに～」 
第３回：平成３０年３月２日 ／ 参加者数４２名 

「台湾国際旅行博への出展について」 
宮古市国際交流協会 事務局長 松浦 宏隆 

「宮古港における外国クルーズ客船の受入について」 
宮古市観光港湾課港湾振興室 主査 竹原 和彦 

「指さしシートを使ってみよう！」≪ワークショップ≫ 
      宮古市国際交流協会 事務局員 小向 博子 
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■ 宮古市国際交流協会 

・外国人観光客用「指差しシート」・「クレジットカード可否表示シート」の

作成及び配布／約２００店舗 
・スターレジェンド寄港時の通訳スタッフ、ボランティア配置及び運営 

学生ボランティア：８５名 通訳スタッフ：22 名 
・病院用、用語集の作成、配布 

市内個人病院全箇所へ配布 
・東京スカイツリー「観光ＰＲコーナー」への出展及びアンケート調査 

外国人来訪者サンプル数：２００ 
・宮古駅前観光案内所における外国人観光案内所（カテゴリー２）の運営 

JNTO 認定外国人観光案内所として認定 
※岩手県の全１７箇所でカテゴリー２は４箇所のみであり、沿岸市町村で 

は唯一となる。 

 
■ 宮古観光文化交流協会 
・台湾旅行博への出展及び台湾旅行会社訪問活動 
【ITF2017 台北國際旅行博】：平成２９年１０月２７日～３０日 
台北市世界貿易センター ／ 来場者数３６６，９７６人 

【だいすきとうほく日本東北遊楽日】：平成２９年１２月８日～１０日 
崋山 1914 文化創意区産業園区 ／ 来場者数１２４，９２６人 

 
平成３０年度以降 外国船の寄港予定について 

年月日 入港 出航 船名 乗客定員 

2018/05/06(日) 07:00 16:00 スターレジェンド 212 

2018/09/24(月) 12:00 18:00 スターレジェンド 212 

2019/04/25(木) 09:00 18:00 ダイヤモンド・プリンセス 2,706  
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県市町村連携推進会議

テーマ①

交流人口拡大に向けた

県内市町村の連携について

平成30年７月23日

岩手県 商工労働観光部
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いわて観光キャンペーン推進協議会の概要 

 
１ 協議会の概要 

   平成 24 年４月～６月に実施した、デスティネーションキャンペーン（以下「ＤＣ」と

いう。）を展開する際に組織した「いわてデスティネーションキャンペーン推進協議会」

を引き継ぎ、県や県内全市町村、観光・商工関係団体、交通事業者、報道機関、金融機関

などで構成し、オール岩手で広域観光の周遊の促進による誘客拡大に取り組む組織である

こと。 
   ※ ＤＣ：ＪＲグループ全６社と全国の旅行会社、観光関係団体や協賛企業が一体とな

って実施する国内最大規模の観光キャンペーン 
(1) 目的（いわて観光キャンペーン推進協議会規約 第２条） 

協議会は、本県への誘客の拡大を図るための観光キャンペーンの実施及びこれに向

けた取組を通じて、観光に関わる事業者や各産業界と県、市町村が相互に連携し、本

県の豊富な観光資源を全国に向けて集中的に情報発信することにより交流人口の拡

大を図るとともに、観光産業の振興と持続可能な観光地づくりを通じた地域の活性化

を促進することを目的とする。 
(2) 実施事業の内容（いわて観光キャンペーン推進協議会規約 第３条） 
  ア 観光素材の企画・開発、磨き上げに関する事業 
  イ 観光客の受入態勢の整備に関する事業 
  ウ 観光情報の収集、情報発信に関する事業 
  エ 各種イベントの企画・実施に関する事業  
  オ 交流人口の拡大促進に関する事業 

カ その他、目的の達成のために必要な事業 
 

２ 平成 30 年度における事業概要 

(1) 観光キャンペーンの実施 
ア いわて三陸復興・絆観光キャンペーンの実施（5/19～8/26） 

      ※ 詳細は別添のとおり 

イ ＪＲ東日本の「行くぜ、東北。冬のごほうび」と連携した観光キャンペーンの 

実施（H30.12～H31.3） 

(2) 宣伝誘客活動の推進 

ア 橋野鉄鉱山におけるＡＲアプリの活用（県事業） 

イ プラチナ観光ルートの創設に向けた橋野鉄鉱山と寝台特急カシオペアを組み合 

わせた高付加価値モニターツアーの実施 など 

   ウ 世界遺産や宮古・室蘭フェリー航路利用等をコースに含むバスツアーの造成支援 
(3) 受入態勢の強化 

   ア 県内の旅館・ホテル業に従事する若手社員を対象に観光人材育成研修会の実施 
イ 手ぶら観光サービス（手荷物発送、一時預かりサービス）の支援 
ウ 協議会に設置したＤＭＯ推進部会による市町村のＤＭＯ設立の支援や観光地域 
づくりの推進 

資料１ 
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■
世

界
遺

産
を

周
遊

 
:世

界
遺

産
周

遊
バ

ス
ツ

ア
ー

■
海

外
か

ら
岩

手
へ

 
:外

国
人

観
光

客
バ

ス
ツ

ア
ー

３
首

都
圏

に
お

け
る

観
光

Ｐ
Ｒ

Ｊ
Ｒ

上
野

駅
で

開
催

さ
れ

る
「

三
陸

産
直

市
」

（
５

月
下

旬
）

を
は

じ
め

、
首

都
圏

で
開

催
さ

れ
る

イ
ベ

ン
ト

に
出

展
。

２
宮

古
・

室
蘭

間
フ

ェ
リ

ー
就

航
Ｐ

Ｒ
の

展
開

就
航

直
前

か
ら

就
航

ス
タ

ー
ト

に
合

せ
た

PＲ
の

実
施

。
■

本
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
で

の
Ｐ

Ｒ
（

5/
19

）
■

東
北

絆
ま

つ
り

20
18

盛
岡

で
の

Ｐ
Ｒ

（
6/

2 
3）

■
直

前
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

（
５

月
 

６
月

で
調

整
中

）
■

就
航

前
北

海
道

キ
ャ

ラ
バ

ン
の

実
施

（
５

月
 

６
月

で
調

整
中

）
■

県
内

機
運

醸
成

の
た

め
の

キ
ャ

ラ
バ

ン
等

の
実

施
（

５
月

 
６

月
で

調
整

中
）

ま
た

、
フ

ェ
リ

ー
就

航
を

契
機

と
し

､更
な

る
交

流
の

促
進

が
期

待
さ

れ
る

北
海

道
の

地
元

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た
Ｐ

Ｒ
等

を
実

施
。

５
県

事
業

と
連

動
し

た
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
拡

大
の

取
組

ラ
グ

ビ
ー

ワ
ー

ル
ド

カ
ッ

プ
20

19
Ｔ

Ｍ
釜

石
開

催
な

ど
に

向
け

、
県

事
業

と
連

携
し

た
招

請
事

業
等

の
実

施
を

通
じ

､海
外

か
ら

の
本

県
の

誘
客

を
促

進
。

い
わ

て
花

巻
空

港
へ

の
国

際
チ

ャ
ー

タ
ー

便
運

行
、

国
際

定
期

便
誘

致
と

連
動

し
た

県
内

宿
泊

・
周

遊
を

促
進

す
る

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
展

開
。

１
東

北
絆

ま
つ

り
20

18
盛

岡
に

お
け

る
観

光
Ｐ

Ｒ
（

6/
2 

3）
市

町
村

と
連

携
し

､本
県

各
地

の
郷

土
芸

能
や

歴
史

文
化

の
魅

力
発

信
を

図
る

と
と

も
に

、
三

陸
防

災
復

興
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
20

19
や

ラ
グ

ビ
ー

ワ
ー

ル
ド

カ
ッ

プ
20

19
Ｔ

Ｍ
釜

石
開

催
に

向
け

て
の

観
光

Ｐ
Ｒ

な
ど

を
実

施
。

効
果

的
な

宣
伝

を
展

開
 

２
観

光
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
の

発
行

全
県

版
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
及

び
エ

リ
ア

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

を
発

行
し

、
春

夏
の

観
光

情
報

を
発

信
。

（
発

行
部

数
）

全
県

版
Ｇ

Ｂ
50

,0
00

部
、

エ
リ

ア
ガ

イ
ド

16
0,

00
0部

３
首

都
圏

の
主

要
駅

を
中

心
と

し
た

広
告

掲
出

（
５

月
下

旬
 

６
月

）
Ｊ

Ｒ
主

要
駅

及
び

都
営

地
下

鉄
に

お
い

て
、

ポ
ス

タ
ー

や
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

等
に

よ
り

、
本

県
の

観
光

情
報

を
発

信
。

４
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
広

告
を

活
用

し
た

宣
伝

展
開

（
５

月
下

旬
）

旅
行

雑
誌

な
ど

の
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
広

告
等

を
中

心
と

し
た

宣
伝

展
開

を
実

施
。

１
統

一
ビ

ジ
ュ

ア
ル

に
よ

る
宣

伝
展

開
統

一
ビ

ジ
ュ

ア
ル

に
よ

る
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
ポ

ス
タ

ー
や

、
の

ぼ
り

等
を

作
成

し
、

一
体

感
の

あ
る

宣
伝

を
展

開
。

統
一

ビ
ジ

ュ
ア

ル
イ

メ
ー

ジ

資
料
２
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民
間
事
業
者
の
外
国
人
観
光
客
受
入
を
支
援
す
る
事
業
の
実
施

【
対

象
事

業
者

】
観

光
事

業
者

、
交

通
事

業
者

、
飲

食
店

事
業

者
で

県
内

に
所

在
し

、
か

つ
、

外
国

人
観

光
客

を
受

け
入

れ
て

い
る

又
は

受
け

入
れ

る
計

画
が

あ
る

事
業

者
【
対

象
事

業
】

１
ＩＣ

Ｔ
環

境
整

備
（W

i-
F
i等

の
無

料
公

衆
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

の
整

備
、

Ｓ
ＩＭ

カ
ー

ド
自

動
販

売
機

の
整

備
）

２
外

国
表

示
の

整
備

等
・

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
メ

ニ
ュ

ー
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
多

言
語

化
・

海
外

カ
ー

ド
決

済
の

整
備

（ア
リ

ペ
イ

、
W

e
ch

at
pa

yを
含

む
）

・
外

貨
両

替
機

の
整

備
、

・
免

税
店

の
整

備
な

ど
３

ト
イ

レ
等

の
環

境
整

備
（
ト

イ
レ

の
洋

式
化

、
客

室
の

和
洋

式
化

）
【
補

助
率

】
補

助
金

額
：事

業
費

の
１

／
２

（一
部

上
限

額
あ

り
）

【
平

成
2
9年

度
実

績
】

W
i-

F
i等

の
整

備
：
27

件
、

外
国

時
表

示
の

整
備

等
：2

1件
、

ト
イ

レ
環

境
整

備
：1

5件

外
国

人
観

光
客

受
入

促
進

環
境

整
備

事
業

補
助

金

最
寄

り
駅

と
ス

キ
ー

場
を

送
迎

す
る

バ
ス

に
W
i-F

i 整
備

多
言

語
電

話
翻

訳
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

・多
言

語
メ

ー
ル

翻
訳

サ
ー

ビ
ス

１
多

言
語
電
話
翻
訳
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

【
概
要

】
店
舗

等
に
来

店
し
た

外
国
人
と
店
舗
等
ス
タ
ッ
フ
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
通
訳
の
介
し
た
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
【
対
応

言
語
】

英
語
、
中
国
語

（
簡
体

字
・
繁

体
字
）
及
び
韓
国
語

【
登
録

事
業
者
】
3
0
5社

【
実
績

】
7
7件

（
平
成

2
9年

度
実
績
）

２
多

言
語
メ
ー
ル
翻
訳
サ
ー
ビ
ス

【
概
要

】
宿
泊

事
業
者

等
か
ら

の
依
頼
で
外
国
人
客
か
ら
の
メ
ー
ル
を
翻
訳

【
対
応

言
語
】

英
語
、
中
国
語

（
簡
体

字
・
繁

体
字
）
及
び
韓
国
語

【
登
録

事
業
者
】
3
0
6社

【
実
績

】
1
5
0件

（
平
成
29
年

度
実
績
）

資
料
３
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新
た

な
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

交
流

人
口

の
拡

大

高
規

格
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

に
地

域
間

の
移

動
効

率
が

大
き

く
向

上
 

新
た

な
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

生
か

し
た

物
流

の
拡

大
や

交
流

人
口

の
拡

大
の

大
き

な
チ

ャ
ン

ス

宮
古

港
を

出
発

す
る

シ
ル

バ
ー

ク
ィ

ー
ン

ラ
グ

ビ
ー

ワ
ー

ル
ド

カ
ッ

プ
20

19
 

宮古・室蘭フェリー航路

久
慈

港

室
蘭

港

宮
古

港

釜
石

港

大
船

渡
港

い
わ

て
花

巻
空

港
国

際
チ

ャ
ー

タ
ー

便

宮
古

港
フ

ェ
リ

ー
タ

ー
ミ

ナ
ル

県
市

町
村

連
携

推
進

会
議

資
料

2
0

1
8

年
７

月
2

3
日

岩
手

県
県

土
整

備
部

《
国

の
復

興
道

路
・

復
興

支
援

道
路

の
整

備
①

》
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新
た

な
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

交
流

人
口

の
拡

大

■
復

興
道

路
等

の
整

備
と

移
動

時
間

の
変

化
開

通
予

定
路

線
区

間

20
18

年
度

三
陸

沿
岸

道
路

（
唐

桑
高

田
道

路
）

(仮
)唐

桑
北

IC
IC

(う
ち

岩
手

県
内

)
10

.0
km

(8
.0

km
)

三
陸

沿
岸

道
路

（
吉

浜
釜

石
道

路
）

吉
浜

IC
(仮

)釜
石

JC
T

14
.0

km
三

陸
沿

岸
道

路
（

釜
石

山
田

道
路

）
(仮

)釜
石

JC
T

IC
5.

6k
m

三
陸

沿
岸

道
路

（
釜

石
山

田
道

路
）

(仮
)大

槌
IC

IC
8.

0k
m

東
北

横
断

自
動

車
道

釜
石

秋
田

線
（

釜
石

道
路

）
(仮

)釜
石

JC
T

(仮
)

IC
6.

0k
m

東
北

横
断

自
動

車
道

釜
石

秋
田

線
（

遠
野

道
路

）
遠

野
住

田
IC

IC
11

.0
km

宮
古

盛
岡

横
断

道
路

（
）

【
岩

手
県

施
行

】
(仮

)松
山

IC
(仮

)根
市

IC
3.

3k
m

20
19

年
度

三
陸

沿
岸

道
路

（
釜

石
山

田
道

路
）

釜
石

北
IC

（
仮

）
大

槌
IC

4.
8k

m
三

陸
沿

岸
道

路
（

久
慈

北
道

路
）

久
慈

北
IC

(仮
)侍

浜
IC

7.
4k

m
宮

古
盛

岡
横

断
道

路
（

宮
古

箱
石

道
路

）
宮

古
市

下
川

井
地

区
2.

0k
m

宮
古

盛
岡

横
断

道
路

（
都

南
川

目
道

路
）

田
の

沢
IC

IC
3.

4k
m

20
20

年
度

三
陸

沿
岸

道
路

（
宮

古
田

老
道

路
）

宮
古

中
央

IC
IC

17
.0

km
三

陸
沿

岸
道

路
（

尾
肝

要
普

代
道

路
）

(仮
)田

野
畑

北
IC

11
地

割
8.

0k
m

三
陸

沿
岸

道
路

（
洋

野
階

上
道

路
）

(仮
)侍

浜
IC

IC
（

う
ち

岩
手

県
内

）
23

.0
km

(2
0.

0k
m

)
宮

古
盛

岡
横

断
道

路
（

宮
古

箱
石

道
路

）
(仮

)松
山

IC
4.

0k
m

宮
古

盛
岡

横
断

道
路

（
宮

古
箱

石
道

路
）

7.
0k

m
宮

古
盛

岡
横

断
道

路
（

宮
古

箱
石

道
路

）
7.

0k
m

宮
古

盛
岡

横
断

道
路

（
区

界
道

路
）

8.
0k

m

計
計 （

う
ち

岩
手

県
内

）
14

9.
5k

m
(1

44
.5

㎞
)

未
発

表
三

陸
沿

岸
道

路
（

野
田

久
慈

道
路

）
普

代
村

第
16

IC
25

.0
km

三
陸

沿
岸

道
路

（
田

野
畑

道
路

）
(仮

)
6.

0k
m

宮
古

盛
岡

横
断

道
路

（
）

・
7.

0k
m

■
国

の
復

興
道

路
・

復
興

支
援

道
路

の
開

通
予

定
等

《
国

の
復

興
道

路
・

復
興

支
援

道
路

の
整

備
②

》

市
町

村
連

携
推

進
会

議
資

料
2

0
1

8
年

７
月

2
3

日
岩

手
県

県
土

整
備

部

・
各

都
市

間
の

起
終

点
は

、
各

都
市

最
寄

り
の

Ｉ
Ｃ

ま
た

は
JC

Tと
し

た
・

震
災

前
の

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
H

23
.1

.1
現

在
・

震
災

前
の

所
要

時
間

は
、

H
22

道
路

交
通

セ
ン

サ
ス

よ
り

算
出

（
デ

ー
タ

の
な

い
区

間
は

規
制

速
度

等
）

・
復

興
道

路
整

備
区

間
は

、
道

路
構

造
に

応
じ

た
速

度
（

70
,8

0,
10

0k
m

/h
）

に
よ

り
将

来
の

所
要

時
間

を
算

出

（
）

は
震

災
前

か
ら

の
短

縮
時

間

県
市

町
村

連
携

推
進

会
議

資
料

2
0

1
8

年
７

月
2

3
日

岩
手

県
県

土
整

備
部
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○
事

業
者

川
崎

近
海

汽
船

株
式

会
社

○
運

航
時

間
宮

古
８

：
０

０
発

→
室

蘭
１

８
：

０
０

着
室

蘭
２

０
：

０
０

発
→

宮
古

翌
６

：
０

０
着

（
毎

日
運

航
）

新
た

な
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

交
流

人
口

の
拡

大

宮
古

港
を

結
ぶ

岩
手

県
初

の
フ

ェ
リ

ー
航

路
が

６
月

22
日

（
金

）
開

設

■
ク

ル
ー

ズ
客

船
の

寄
港

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

20
19

年
４

月
寄

港
予

定
の

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

・
プ

リ
ン

セ
ス

寄
港

月
船

名
総

ト
ン

数
乗

客
定

員
寄

港
先

20
18

.５
に

っ
ぽ

ん
丸

22
,4

72
t

52
4人

宮
古

港

20
18

.５
ス

タ
ー

・
レ

ジ
ェ

ン
ド

9,
97

5t
21

2人
宮

古
港

20
18

.５
ぱ

し
ふ

ぃ
っ

く
び

い
な

す
26

,5
94

t
62

0人
宮

古
港

20
18

.５
ぱ

し
ふ

ぃ
っ

く
び

い
な

す
26

,5
94

t
62

0人
大

船
渡

港

20
18

.７
に

っ
ぽ

ん
丸

22
,4

72
t

52
4人

久
慈

港

20
18

.７
ぱ

し
ふ

ぃ
っ

く
び

い
な

す
26

,5
94

t
62

0人
宮

古
港

20
18

.９
に

っ
ぽ

ん
丸

22
,4

72
t

52
4人

大
船

渡
港

20
18

.９
に

っ
ぽ

ん
丸

22
,4

72
t

52
4人

大
船

渡
港

20
18

.９
ス

タ
ー

・
レ

ジ
ェ

ン
ド

9,
97

5t
21

2人
宮

古
港

20
18

.９
飛

鳥
Ⅱ

50
,1

42
t

87
2人

大
船

渡
港

20
18

.1
0

ぱ
し

ふ
ぃ

っ
く

び
い

な
す

26
,5

94
t

62
0人

大
船

渡
港

20
18

.1
0

飛
鳥

Ⅱ
50

,1
42

t
87

2人
大

船
渡

港

20
19

.4
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
・

プ
リ

ン
セ

ス
11

5,
87

5t
2,

70
6人

宮
古

港

■
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

12

7

11

79

0
10

20

H
30

H
29

H
28

H
27

H
26

《
宮

古
・

室
蘭

フ
ェ

リ
ー

の
就

航
と

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

》

市
町

村
連

携
推

進
会

議
資

料
2

0
1

8
年

７
月

2
3

日
岩

手
県

県
土

整
備

部

＜
シ

ル
バ

ー
ク

ィ
ー

ン
＞

総
ト

ン
数

：
7,

00
5ｔ

13
4.

0ｍ
航

海
速

力
：

20
.7

ノ
ッ

ト
車

両
積

載
能

力
ト

ラ
ッ

ク
：

69
台

（
12

ｍ
換

算
）

乗
用

車
：

20
台

旅
客

定
員

：
60

0名

県
市

町
村

連
携

推
進

会
議

資
料

2
0

1
8

年
７

月
2

3
日

岩
手

県
県

土
整

備
部
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高
田

松
原

津
波

復
興

祈
念

公
園

約
13

0 
ヘ

ク
タ

ー
ル

の
公

園
内

に
、

自
然

災
害

で
は

国
内

初

と
な

る
国

営
追

悼
・

祈
念

施
設

（
仮

称
）

や
重

点
道

の
駅

「
高

田
松

原
」

、
県

の
東

日
本

大
震

災
津

波
伝

承
館

等
を

整
備

予
定

。

新
た

な
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

交
流

人
口

の
拡

大

道
の

駅
平

泉
・

20
17

年
４

月
に

オ
ー

プ
ン

し
た

県
内

32
番

目
の

道
の

駅
・

オ
ー

プ
ン

か
ら

５
か

月
で

来
館

者
数

10
0万

人
を

突
破

道
の

駅
む

ろ
ね

・
20

18
年

４
月

に
オ

ー
プ

ン
し

た
県

内
33

番
目

の
道

の
駅

・
産

直
や

食
堂

を
併

設
し

、
電

気
自

動
車

急
速

充
電

器
も

設
置

最
近

オ
ー

プ
ン

し
た

県
内

の
道

の
駅

東
日

本
大

震
災

津
波

伝
承

館

道
の

駅
高

田
松

原

奇
跡

の
一

本
松

タ
ピ

ッ
ク

45

高
田

松
原

津
波

復
興

祈
念

公
園

（
イ

メ
ー

ジ
）

東
北

国
営

公
園

事
務

所
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り

市
町

村
連

携
推

進
会

議
資

料
2

0
1

8
年

７
月

2
3

日
岩

手
県

県
土

整
備

部

《
道

の
駅

の
整

備
と

交
流

人
口

の
拡

大
》

県
市

町
村

連
携

推
進

会
議

資
料

2
0

1
8

年
７

月
2

3
日

岩
手

県
県

土
整

備
部
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[県市町村連携推進会議意見交換（テーマ②）] 

 

若者の定住促進について 

田野畑村 

 

【背景】 

人口減少対策として各種施策に取り組んでいますが、その中でも若者の定住促進は重要

なテーマとなっております。村内の中学生、高校生を対象としたアンケートからは、約９

割が「村に住み続けたい」又は「一度転出しても将来は村に戻りたい」というデータが得

られておりますが、実際は村内への定着は非常に低調な状況にあります。「仕事がない」

という意見が多く寄せられますが、一方で地元企業からは求人を出しても人材を十分に確

保できないという声も多く聞かれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

・地元企業の PR、魅力不足（賃金、労働条件等） 

・若者が求める職種と地元求人職種とのアンマッチ 

・財政、マンパワー不足により小規模自治体での対策が困難 

 

 

【論点】 

・新卒者等の県内就職及び U・I ターンを効果的に進める取り組みとは何か 

・県内企業の認知度・魅力度を向上させる取り組みは何か 

・効果的な起業、創業支援とは何か 

  

■田野畑村における取り組み 

・中学生の職場体験学習の実施（役場、村内企業） 

・高校生等のインターン受入（役場ほか） 

・大学生等のインターン受入及び旅費宿泊費等補助 

・宮古地域雇用対策協議会等への参画 

・いわて就職面接会への参画 

・起業希望者相談会の実施（村、商工会） 

・地域おこし協力隊起業支援補助金制度創設 
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県市町村連携推進会議

テーマ②

若者の地元定着に向けた就労促
進について

平成30年７月23日

岩手県 商工労働観光部
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テ
ー

マ
②

若
者

の
定

住
促

進
に

つ
い

て

目
次

・
平

成
30

年
度

の
い

わ
て

で
働

こ
う

推
進

協
議

会
の

取
組

に
つ

い
て

・
県

内
就

職
の

取
組

に
つ

い
て

1
新

卒
者

等
の

県
内

就
職

の
促

進

2
Ｕ

・Ｉ
タ

ー
ン

の
促

進

3
県

内
企

業
の

認
知

度
の

向
上
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平
成
３
０
年
度
の
い
わ
て
で
働
こ
う
推
進
協
議
会
の
取
組
に
つ
い
て

若
者

や
女

性
の

県
内

就
業

や
創

業
の

促
進

< 目
指

す
姿

>
社

会
減

ゼ
ロ

年
間

△
2,

97
5 人

（Ｈ
26

）
 

0 人
（
Ｈ

31
）

岩
手

県
ふ

る
さ

と
振

興
総

合
戦

略
＜

施
策

推
進

目
標

＞

取
組

目
標

平
成

3
0
年

度
に

特
に

注
力

す
る

取
組

内
容

新
卒

者
等

の
県

内
就

職
の

促
進

Ｕ
・
Ｉタ

ー
ン

の
促

進

職
場

定
着

の
促

進

働
き

方
改

革
の

推
進

起
業

・
創

業
支

援
の

強
化

県
内

企
業

の
認

知
度

の
向

上

県 内 就 職

⑥
若

者
や

女
性

の
起

業
・創

業
を

支
援

⑦
働

き
方

改
革

に
よ

る
企

業
の

魅
力

ア
ッ

プ
と

労
働

生
産

性
の

向
上

起 業 ・
創 業

雇 用 労 働 環 境

処
遇

改
善

の
推

進

（
地

元
に

残
ろ

う
）

（
地

元
を

知
ろ

う
）

（
地

元
に

帰
ろ

う
）

①
高

卒
者

の
県

内
就

職
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

（
Ｗ

Ｇ
）
に

よ
る

取
組

強
化

②
学

校
と

の
連

携
に

よ
る

生
徒

等
へ

の
県

内
産

業
・
雇

用
等

へ
の

理
解

の
促

進
の

強
化

⑤
全

構
成

団
体

参
加

の
イ

ベ
ン

ト等
に

よ
る

更
な

る
情

報
発

信
の

強
化

⑨
若

年
層

の
早

期
離

職
の

改
善

⑧
正

規
雇

用
の

拡
大

③
学

生
等

に
対

す
る

Ｕ
・
Ｉタ

ー
ン

就
職

支
援

策
の

強
化

④
産

業
人

材
の

確
保

支
援
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県
内
就
職
の
取
組
に
つ
い
て
①

平
成

3
0
年

度
に

特
に

注
力

す
る

取
組

内
容

②
学

校
と

の
連

携
に

よ
る

生
徒

等
へ

の
県

内
産

業
・

雇
用

等
へ

の
理

解
の

促
進

の
強

化

「
岩

手
県

の
若

年
者

雇
用

動
向

調
査

」
の

結
果

に
よ

り
、
県

内
企

業
の

認
知

度
が

低
い

こ
と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
学

校
と

の
連

携
に

よ
る

生
徒

等
へ

の
県

内
産

業
・
企

業
等

の
情

報
発

信
を

強
化

す
る

こ
と

に
よ

り
産

業
・
雇

用
等

へ
の

理
解

を
促

進
す

る
。

◇
Ｗ

Ｇ
を

開
催

し
、
現

状
把

握
・
情

報
交

換
の

上
、
県

内
就

職
率

の
高

い
地

域
の

状
況

等
を

必
要

に
応

じ
て

調
査

。

◇
保

護
者

向
け

企
業

説
明

会
の

状
況

等
を

踏
ま

え
、

今
後

の
取

組
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
い

、
協

議
会

等
に

報
告

。

◇
８
月

第
1
回

W
G
（
現

状
分

析
、
情

報
交

換
）

◇
1
1
月

～

保
護

者
向

け
企

業
説

明
会

の
開

催

◇
1
2
月

第
2
回

Ｗ
Ｇ

（
企

業
説

明
会

結
果

等
）

◇
１
～

２
月

Ｗ
Ｇ

結
果

報
告

（協
議

会
、
担

当
者

会
議

）

◇
市

町
村

等
と

連
携

し
、
学

校
内

で
地

域
の

産
業

・
企

業
等

の
製

品
や

パ
ネ

ル
等

の
展

示
や

動
画

等
に

よ
る

情
報

発
信

を
実

施
。

◇
上

記
に

併
せ

て
地

域
の

産
業

・
企

業
等

を
紹

介
す

る
出

前
授

業
を

開
催

。

◇
４
～

７
月

公
募

、
委

託
契

約
等

の
事

務
手

続
◇

８
～

３
月

市
町

村
等

に
お

い
て

事
業

実
施

◇
１
月

県
と

市
町

村
等

と
の

連
絡

会
議

で
情

報
共

有

①
高

卒
者

の
県

内
就

職
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

（
Ｗ

Ｇ
）
に

よ
る

取
組

強
化

平
成

2
9
年

度
W

G
に

お
い

て
実

施
し

た
現

状
分

析
等

を
踏

ま
え

て
、
保

護
者

を
対

象
と

し
た

企
業

説
明

会
の

開
催

を
強

化
す

る
な

ど
、
高

卒
者

の
県

内
就

職
率

向
上

に
向

け
た

取
組

を
強

化
す

る
。

新
卒

者
等

の
県

内
就

職
の

促
進

（
地

元
に

残
ろ

う
）

具
体

的
な

実
施

内
容

・展
開

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
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県
内
就
職
の
取
組
に
つ
い
て
②

平
成

3
0
年

度
に

特
に

注
力

す
る

取
組

内
容

④
産

業
人

材
の

確
保

支
援

県
内

も
の

づ
く
り
企

業
に

お
け

る
産

業
人

材
を

確
保

す
る

た
め

、
い

わ
て

産
業

人
材

奨
学

金
返

還
支

援
制

度
に

よ
り
大

学
生

等
の

県
内

へ
の

還
流

・
定

着
を

図
る

と
と

も
に

、
U
・
Iタ

ー
ン

者
や

新
規

学
卒

者
等

に
対

し
て

、
業

種
や

技
術

レ
ベ

ル
に

応
じ

た
技

能
研

修
等

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り
即

戦
力

と
な

る
人

材
育

成
を

推
進

す
る

。

◇
Ｗ

Ｇ
を

開
催

し
、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

等
を

支
援

す
る

取
組

の
協

議
・
検

討
を

行
い

、
事

業
の

強
化

・
拡

大
を

図
る

。

◇
「
岩

手
U
・
Iタ

ー
ン

ク
ラ

ブ
」発

足
イ

ベ
ン

トを
開

催
し

、
会

員
大

学
の

ニ
ー

ズ
を

聞
き

取
り

な
が

ら
、
ク

ラ
ブ

の
体

制
を

構
築

し
、
交

流
を

拡
大

。

◇
５
月

、
1
0
月

、
１
月

第
１
～

3
回

W
G
開

催
◇

４
～

３
月

首
都

圏
発

ツ
ア

ー
、
ふ

る
さ

と
若

者
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
◇

６
月

～
「岩

手
U
・I
タ

ー
ン

ク
ラ

ブ
」発

足
（発

足
式

、
交

流
会

）、
会

員
大

学
と
の

情
報

交
換

・聞
取

り
、
交

流
イ

ベ
ン

ト開
催

◇
い

わ
て

産
業

人
材

奨
学

金
返

還
支

援
制

度
に

つ
い

て
、
県

内
外

で
の

就
職

説
明

会
や

学
内

ガ
イ

ダ
ン

ス
等

を
活

用
し

た
広

報
活

動
の

推
進

。

◇
技

能
者

育
成

は
、
求

職
者

等
へ

企
業

紹
介

と
併

せ
て

訓
練

等
を

実
施

。
技

術
者

育
成

は
、
生

産
・
品

質
管

理
力

や
コ

ス
ト
競

争
力

等
の

強
化

に
向

け
た

人
材

育
成

を
実

施
。

◇
従

前
の

就
業

支
援

員
に

加
え

、
「人

材
育

成
・定

着
支

援
員

」を
各

地
域

に
配

置
。

◇
４
～

1
0
月

、
１
１
～

1
月

奨
学

金
支

援
候

補
者

の
募

集
1
0
月

、
２
月

奨
学

金
支

援
候

補
者

の
認

定
、
支

援
◇

8
月

～
技

能
者

育
成

、
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施 「
人

材
育

成
・
定

着
支

援
員

」
の

配
置

③
学

生
等

に
対

す
る

Ｕ
・
Ｉタ

ー
ン

就
職

支
援

策
の

強
化 地
方

創
生

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ｗ
Ｇ

を
引

き
続

き
開

催
す

る
と

と
も

に
、
県

外
に

進
学

し
た

学
生

等
の

岩
手

県
へ

の
Ｕ

・
Ｉタ

ー
ン

就
職

を
促

進
す

る
た

め
、
本

県
出

身
者

が
在

学
す

る
大

学
等

と
Ｕ

・
Ｉタ

ー
ン

就
職

支
援

を
強

化
す

る
た

め
の

体
制

「
岩

手
U
・
Iタ

ー
ン

ク
ラ

ブ
」

等
に

よ
り
、
Ｕ

・
Ｉタ

ー
ン

の
取

組
を

強
化

す
る

。

Ｕ
・Ｉ

タ
ー

ン
の

促
進

（
地

元
に

帰
ろ

う
）

具
体

的
な

実
施

内
容

・展
開

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
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東
京岩
手

県

い
わ

て
暮
ら
し
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
東

京
/ふ

る
さ
と
回
帰
支
援

セ
ン
タ
ー
内
）

岩
手
県
Ｕ
タ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
東
京
/
銀
河
プ
ラ
ザ
内
）

岩
手
県

出
身
者
等

Ｕ
・
I
タ
ー
ン
希
望
者

“
地

元
に

帰
ろ

う
”

「
Ｕ

・
Ⅰ

タ
ー

ン
機

能
の

強
化

」
～

若
者

の
地

元
志

向
の

高
ま

り
に

呼
応

～

☆
岩

手
県

Ｕ
タ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

（岩
手

県
東

京
事

務
所

；東
銀

座
）
を

拠
点

☆
い

わ
て

暮
ら

し
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
へ

の
キ

ャ
リ

ア
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

配
置

☆
Ｕ

・
Ｉタ

ー
ン

フ
ェ

ア
、

U
タ

ー
ン

シ
ス

テ
ム

を
通

じ
た

マ
ッ

チ
ン

グ

岩
手

Ｕ
・
Ⅰ

タ
ー

ン
ク

ラ
ブ

U
・

Iタ
ー

ン
就

職
等

に
関

す
る

情
報

提
供

、
イ

ベ
ン

ト
参

加

学
生

、
保

護
者

等
へ

の

情
報

提
供

岩
手

で
働

く
、

育
て

る
、

暮
ら

す
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県
内
就
職
の
取
組
に
つ
い
て
③

平
成

3
0
年

度
に

特
に

注
力

す
る

取
組

内
容

◇
い

わ
て

で
働

こ
う
総

合
イ

ベ
ン

ト
「
い

わ
て

と
ワ

タ
シ

ゴ
ト
展

」
の

開
催

・
開

催
時

期
：
Ｈ

3
0
.8

.1
0
（
金

）
～

1
1

（
土

）
・
開

催
場

所
：
ア

イ
ー

ナ
・
内

容
：
高

校
生

向
け

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、
シ

ゴ
ト

ビ
トの

職
場

等

◇
「
ふ

る
さ

と
発

見
！

大
交

流
会

in
 Iw

a
te

」
（
C
O
C
+
事

業
）
へ

の
参

画

◇
４
～

５
月

総
合

イ
ベ

ン
ト
、
出

展
者

の
調

整
等

◇
６
～

７
月

総
合

イ
ベ

ン
ト広

報
（イ

ベ
ン

トサ
イ

ト、
県

政
広

報
、
チ

ラ
シ

）
◇

８
月

総
合

イ
ベ

ン
ト
開

催
◇

1
2
月

大
交

流
会

開
催

⑤
全

構
成

団
体

参
加

の
イ

ベ
ン

ト
等

に
よ

る
更

な
る

情
報

発
信

の
強

化
平

成
2
9
年

度
開

催
し

た
総

合
イ

ベ
ン

ト
「
い

わ
て

と
ワ

タ
シ

ゴ
ト
展

」
の

拡
充

や
、

協
議

会
と

し
て

の
「
ふ

る
さ

と
発

見
！

大
交

流
会

in
 I
w

a
te

」
（
C
O
C
+
事

業
）
へ

の
参

画
な

ど
に

よ
り
県

内
企

業
等

の
認

知
度

向
上

の
た

め
の

情
報

発
信

を
更

に
強

化
す

る
。

県
内

企
業

の
認

知
度

の
向

上
（
地

元
を

知
ろ

う
）

具
体

的
な

実
施

内
容

・展
開

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

「
ふ

る
さ

と
発

見
！

大
交

流
会

In
 I
w

at
e
 2

0
1
7
」
（
Ｈ

2
9
.1

1
.1

9
）

「
い

わ
て

と
ワ

タ
シ

ゴ
ト展

」（
Ｈ

2
9
.9

.2
～

3
）

【
昨

年
度

の
イ

ベ
ン

ト
の

様
子

】
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